














































れが明らかになるが、要するに大阪の風土、気性そのままに驚く程現実主義的であり革新的である。この意味で最もそれらしからぬ出帝大なのである。そして、この特質は、大阪 学 源流といわれる適塾及び懐徳堂の伝統そのものでもある。この大学は、その旧帝大かいがい九叫がのために非常な発展をしてきた。格式ばら い現実性と先見性で 機軸を次々と打ち出し、それを実現してきた活力あふれる大学であった。今回、自ら大阪大学を卒業し、その後、たまたま二十五年余にわた
いわば内外から大阪大学を見つめてきた立場













者であるため、りどころと、自分の大学の先駆とをオーバーラヅプさぜて適~紘一を源流と思い、愛惜することとなる である。適地一から大阪大学医学部に至るまでは度重なる改廃なくりかえし、その関、組織的にも多少の断絶はあるが、適 が大阪大学の源流であるというのはむしろその学風なり、それを支える大較 精神的土壌においてである。
たとえば大坂における謝学の発展について梅漠昇氏が
「関学が大坂に根を下ろしたことは、この地の経済の発達にともな






と遊塾』)と述べているのを見たり と、当時の関学の本でなく、現在の大阪大学に鶴有の学風を支え 地域的特性にそ ままあてはまる。背景となる土地柄に皮応しながら学風は紋読されるのであり 叉そういう学風に合った人々が更に集まって伝統合拡大生産して行くのである。洪施は「安政六、七年のころ、英学の前一要性なみとめ、優秀な紘一生の一人に英語の学習を勧めていることがあ 。その理由はオランダよりも強力な英米などの列強 新しく接触するに至って関学の復命は一応その限界に達し、やがて英 がこれ 代 ことな見通していたのである。ここに事態の本質を見きわめる本見と常 最新知識を求めようとする精神がよく示されている。
L(
前賠訴)










































隈重信の反官在野の精神を何らかの制度として継続したために培われたものではなさそうである。む ろ、学生が本当にワセダの学生 なるのは、春の早慶戦を体験してからといわれる 、これが最も当っているので ないか。神宮の森で応援歌合大声ではりあげ、勝っても敗けても新宿の町を一局くみあってねり歩 て 稲岡精神は育って行く。その時、慶応のように揺、沢諭士口を呼びすてにすると顔 しかめ ような幼稚舎上りのエリlト摺はいないし、大体が都会式問ちの多い麗応にくらべた場合、東
北や九州四国地方の出身者が多い。球場では、慶応の側にはめったに見かけない下町のおぢさん逮が早稲田側 ファ
γ席には数が多い。勝



















































































































































































































から大学になり、他方国立の東京医科的科大学は同年八月二十七日に大学に昇格したばかりである。そし 八木、今村総長 この時期はまだ大阪帝掴大学である ら、まぎれもなく帝悶大学の中でいわば全く新参ものの歯学部をかかえこむ方針をかためたことになる。学問とし
ぬえ
ての整合性よりも実践性を震視する懐徳堂の鶴学期については前に述べたが、何で 必要なら実現 ようとする新学部部設の思惣 懐徳堂以来の而院が躍如としている。
多分、
の中でも白い自で見られ、又、財政の逼迫する戦後





















時系列的に見て、次の大阪大学の事政は、大学附置共同利用研究所としての蛋由貿研究所の設置である。この研究所の設誼は前学部の場ム口程、新奇、異端の卒業ではないが、赤堀四郎氏左中心とした大阪におけるこの分野 研究レベルの高さよな基盤とし、大学内で研究活動を閉鎖的に行わず 全国に開放した共同研究推進のため 新しい組織のあり方に柔軟に対応 設けられたものである。戦後の学術 の進
民や新しい研究用機器 開発、精度の向上或いは実験装置 大型化等による研究の高度化・結街化合背景として、装伎 集中と全国 研究者の共同研究を促進するための場の設定が緩めて
になってきてい

























































































































































































てではなく、もともと性格的に進取の気性にとみ、或いは発想が革新テイプ的な幹部も多い。昭和四十四年から四十六年まで事務次官の立場でこの問題に関与した天域勲氏が、現存 学問領域そのまま はなく、経験科学を統合した新しい学探領域 い に構築するかは章一袈なこ であり、その後のこの学 の発展について一評価するとともにふー も 人関学の学際的パイオニアと てのこの学部の動向について技意を払っ
散もらしからぬ!日帝大11 
































う現実目的のために医学はあったのである。懐徳堂が儲学その他の学間を研究、教育し のも、大阪町人 現実の社会生活に活用する道求め、商家の経営理念の樹立とその実践 ために行われたのである。
そして、凡そ位界の大学の起掠ともいわれる学問領域が医学、
神学である事を見ても それらは純粋科 ではない。人 治療し、社会の秩序を維持し又は宗教活動の理論化な溜る 、 突に却 た応用的なもの 。今日、長い歴史な経たためオ
i
ソドックスな体






















































まにか主張合通して行く。文部省等では、俗々の教官とのかけひきで政策や予算を決めて行くのでなく、基本的には組織として 要求を、担当諜で原案 してまとめ、局議、省議ともちあげ、予算に閉山するもの 大蔵省に概算要求として出して行く。大きな政策決定の機序 中できまって行くので、子
算の採配に個人的 感情の入る余地はない。
しかし、教官の僧人的な






























































































































一つは、卒置にみて、これら種々の新しい試みが果て所期の成果をあげているかどうかということである。発想だけで具体化が伴わなかったり、折角学際領域だといいながら、区々の専門家の集合に過ぎず、ディシプリンの交換による研究 酵を伴わな たりしているところはない ろうか。或いは新機軸の綴織だといいながら、侭々の講座や部門にまでたち入ってみると従来型のテ!?や研究方法を指向したり、叉、折角活力にあふれる産業都市止を背景にもちながらそれ 研究フィールドとす こ もなく、研究室に閉じこもった従来製のままと うことがないだろうか。危慌の念
倍
設もらしからぬ!日帝大15 
に過ぎなければ幸いである。もう一つの問題は教育上の配慮の問題である。具体的にいえば、例えば入学者選抜の改善工夫等である。推せん入学の実施、面接、実技その他ニ次試験の多角的な 、既成の入試では求めえない独創的な受験生を選ぶ努力はもっとあってしかるべきではなかろうか。更に又、社会人入学を試みるとか、公開講鹿を大規模に行うと 、昼夜間議制の課程を設けるとか、大学と社会の接点のところで新しい構想な導入し、教育上も旧帝大らしからぬ発践を是非望みたい。向関学生の数や他大学又は外悶の大学との単位の互換等もまだ少な 。門外漢の口はばったい評価は、さしひかえるべきであるが、大学に対するわが国社会の評価は意外にきびしく そ 評価に応える大学側の努力がなおざりにされた瞬間に、大学 発展はとまるといって過言でない。過去の成長の軌跡の今後への一一般の発展な祈りたい。
(さいとう
たいじゅん
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